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元気で個性豊か

おめでとうございます白寿の輝き

今
年

、
区
内
で
は
n

人
の
方
が
白
寿
(
9
9
歳
)
を
迎
え

ま
し
尽
9

月
3
0
日
、
区
長
や
助
役
が
そ
れ
ぞ
れ
の
お
宅

斎
島
問
し

、
記
念
の
「
長
寿
証
い
と
鶤
を
デ
ザ
イ
ン
し
た

「
彫
金
額
」
を
手
渡
し
ま
し
た

。
ま
た
、
都
市
農
業
公
園

で
と
れ
た
綿
を
使
っ
た
紫
色
の
「
チ
ャ
ン
チ
ャ
ン
ゴ
」
を

贈
ひ

、
長
寿
を
税
い
ま
し
た
。
明
治
・
大
正
・
昭
和
・
平

成
と
激
助
の
時
代
を
生
き
て
こ
う
れ
た
個
性
豊
か
な
皆
さ

ん
に

、
日
ご
ろ
の
夢
{
'
し
振
昨
を

お
聞
鬯
し
ま
し
た

。

好
奇
心
を
持
ち

続
け
て
い
ま
す

キ
ャ
ベ
ツ
の
種
を
イ
ぶ
リ
ス

か
ら
鴨
入
」
た

り
、
温
室
メ
ロ

ン
を
作
ひ
始
め
た
り

、
研
究
熱

心
な
ご
手
(

を
支
え
ご
こ
も
に

作
物
づ
く
り
に
啣
み

無
死

鴨

下
こ
う
さ
ん

。
ビ
ニ
ー
ル
を
見

た
と
き
は

玄

」い
紙
が
出
来

た
も
の
だ
と
ぴ
っ
く
n
に
荼
そ

う
で
す
。
着
物
も
一
人
で

着
る
y

と

が
で
き
、
庭
の
散
歩
を
渠

」
む

こ
の
'
旨

。
チ
ュ
ー
リ
ッ

プ
栽
培
の
草
岔

短

っ
た
お
じ

い
ち
ゃ
ん
(

夫
・
當

ぎ

ん
)

が
、「
も
つ
少
し
長
生
き
し
て
ぐ

れ
て
い
た
ら
」
と
禾
音
も
お
聞

き
し
乕
レ
た
。

病
気
知
ら
す
の
清
水
仁
二
蔵

さ
ん
は
、
毎
日
た
ぐ
霈
ん
の
値

木
9

天
れ
や
草
取
9

孚
る

の
が
日
課
。
時
に
は
脚
袞
な
ど

も
使
っ
て
、
卜
が
ら
下
ま
で
丁

寧
に
刈
り
込
む
そ
つ
で
す
。

耳
が
還
い
の
で
7
-
レ
ビ
は
見

豈

尤
が
、
新
聞
は
ゆ
っ
く
り

時
間
を
か
け
て
読
む
と
の
こ

と
。
社
会
の
変
化
に
目
豪
同
け

て
暮
ら
し
て
い
る
y
にと
が
う
か

が
蛋
ヂ
。

規
則
正
し
い

生
活
習
慣

「
平
凡
に
隻
笋
る
よ
」
と

笑
顔
で
話
す
鳥
海
清
一
さ
ん

は
、
陶
器
の
販
売
会
社
の
袒
穫

在
長
で
す
。

朝
&
時
に
川
口
市
の
会
社
へ

奩

克

が
連
繋

粂

で
出

勤
。
夕
方
1
時
に
帰
宅
す
右
毎

日
の
仭
『

ほ
と
ん
ぶ
I
ん
だ

yにと

は
な
い
と
い
い
ホ
す
。
じ

つ
と
し
て
る
の
が
苦
手
な
の

で

、
家
に
い
忝
と
き
で
も
掃
除

や
洗
濯
屁
冫

咒

た

り
、
体
を

動
か
し
て
い
'
{と

の
こ
と
。

訶
院
に
行
く
の
泌

牘

診
断

の
時
ぐ
ら
い
と
い
う
鳥
海
J
{ん

に
若
麌
ご
健
康
の
秘
訣
(
ひ
け

つ
)

氈
Q

尋
ね
し
ま
し
た
。

「
特
別
な
'
y

ほ

阿
も
し
て

な
い
な

。
魚
は
あ
ま
り
食
べ
な

い
が

、
腹
八
分
目
で
ね
。
若
い

人
に
は
t
J
'

ほ

り
り
g

さ
八

と
言
つ
て
る
よ
。
ま
あ
、
規
則

正
し
い
単
語
を
し
て
'
9
か
ら
か

な
」
と

。
淡
々
と
レ

ぶ

苳

が

返
つ
て
き
豕
し
た
。

一
人
じ
ゃ
百
ま
で

生
き
ら
れ
な
い

森
ノ
ブ
さ
ん
は
、
裁
縫
や
綢

み
物
が
得
意
で
、
最
近
ま
で

手

縫
い
の
綿
入
れ
を
摎
っ
て
い
ま

」
だ

。慟

履

り
の
こ
う
か
ら
、

田
ん
ぼ
や
花
爬
ひ
、
紙
す
き
な

ど
何
で
も
や
っ
て
き
た
と
い

い

、
{
y
}ま

で

」れ
た
の
ば
皆

六
ん

聡

笳

げ
、
あ
叺
一
…た
い
y

に
E
。
一
人
じ
ゃ
1
0
0衷

牟

ぎ
5

れ
な
い

」
と
、
森
さ
ん

。

お
話
を
う
か

が
っ
た
方
々

は
、
大
獸
9

気
で

、
身
の
回

口
の
冫

と
は
た
い
て
い
ご
目
分

で
で
羣
9

万
た
ち
で

す
。ま
尺

家
簒
と
の
僉

鵄

ふ
れ
合
い
を

大
切
に
し
て
お
り

、
食
事
は
一

緒
Q
y
l

ブ
ル
夲
倆
瓦
で
い
る

と
の
冫

と
で
す

。

無
璢
な
ぐ
無
欲
に
暮
β

」‥そ

い
ゑ

罟

へ

人
生
の
杢

鎧

と
し
て

、
私
た
ち

も
学
ぶ
べ
き

と
こ
ろ
が
多
い
ぷ
っ
で
T

。

区長からにこやかに記念品を受け取る鳥海済一さ ん
(西新井六丁目)

醐
挈
こ
う
さ
ん

(
青
井
六
丁
自
)

永
井
た
ね
さ
ん

(江
北
一
丁
目
)

佐
藤
あ
さ
の
さ
ん

(西
保
木
間
一
丁
自
)

柴
田
コ
ト
さ
ん

(
谷
中
二
丁
目
)

清
水
仁
三
蔵
さ
ん

(
六
月
二
丁
目
)

篠
崎
ま
つ
さ
ん

♀
住
五
丁
目
)

森
田
と
み
さ
ん

(西
新
井
本
町
五
T
a
)

福
住
金
一
郎
さ
ん

(
花
畑
四
丁
目
)

杉
浦
ひ
で
さ
ん

(
中
川
四
T
自
)

森

ノ
ブ
さ
ん

采
木
二
丁
目
)

第
一
次
補
正
予
算

8
5億
3
千
万
円
を
計
上

平
成
4
年
度
第
一
次
一

般
会
計
補
正
予
算
が
、
区
議

会
第
3
回
定
例
会
で
可
決

さ
れ
ま
し
た
。

総
額
は
8
5億
3
千
万
円

余
り
。
ま
な
辜
粲
内
容
は
、

リ
サ
イ
ク
ル
推
進
、
健
康
診

査
の
推
進
。
公
園
用
地
購
入

な
ど
、真
に
£
囂
謐
贅
を

主
体
と
し
て
編
成
し
ま
し

た
。

(予
算
課
》

き
れ
い
な
水
辺
で

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

ク
リ
ー
ン
リ
バ
ー
1
0
月
2
5日
(
日
)

水
辺
の
ゴ
ミ
を
な
く
し

ま
し
ょ
う
。
ク
リ
ー
ン
リ
バ

ー
は
、
皆
さ
ん
の
参
加
と
協

力
に
よ
り
河
川
敷
の
一
斉

清
掃
査
付
い
、
謦
U
い
「
憩

い
」
の
場
を
作
る
、
河
川
愛

護
運
動
で
す
。

こ
の
事
業
も
第
5
回
目
。

昨
年
は
雨
で
中
止
で
し
た

が
、
毎
回
1
万
人
を
超
え
る

参
加
者
に
よ
り
、2
t
ト
ラ

ツ
ク
で
4
0
台
以
上
の
ゴ
ミ

が
果
め
ら
れ
ま
す

。

今
回
は
1
0
月
2
5日
(

日
)
、

午
前
9

時
か
ら
荒
川
の
西

新
井
備
憖

覃
ほ

じ
め
、
区

内
1
2
カ
所
で
実
施
し
ま
す

。

皆
さ
ん
の
参
加
を
お
待
ち

し
て
い
ホ
す
。

問
合
せ
先

中
央
本
町
庁

舎
・
計
画
調
整
課

(
a
)
5
2
0
1

「
健
康
」に
関
す

る
区
政
モ
ニ
タ

ー
ア
ン
ケ
ー
ト

第
1

回
区
政
モ
ニ

タ
ー

ア
ン
ケ
ー
ト
は

、
区
民
の
皆

さ
ん
に
と
っ
て

非
常
に

関

心
が
高
い
と
屡
p

れ
る
i

康
」
啻
y
I

マ
に
行
い
声
w

た
。(
平
成
ま

百

月
実
施
、

回
収
数
4
9人
、回
収
熈

諺
)
　

自
分
の
健
康
状
態
を

「
比

較
的
よ
い
と
感
じ
て
い
る

人
(
求
心
よ
い
十
よ
い
)
」
は

約
9
6
飴
で
し
た

。
ま
に
、
日

ご
ろ
目
分
の
壥
祺
に

「
比
較

的
気
奎
配
っ
て
い
る
人
(
気

を
配
っ
て
い
る
十
あ
る
程

度
気
を
配
っ
て
い
る
)
」は
約
9
0

飴
を
占
め
豕
レ
た
。

か
か
り
つ

け
の
診
療
所

や
訶
院
を

「
決
め
て
い
る
」

人
は
a

壓

蚕

児

、
そ
の
診

潦
所
や
病
院
は

「
地
域
(
近

所
)
の
開
業
医
・
診
療
r

が
最
も
多
ぺ

背

で
レ
飛
　

区
で

今
年
度
か
ら
実
施

レ
ー

父

健
康
診
査
(
4
0
歳

か
ら
6
4
歳
ま
で
の
方
が
対

象
)
の
周
知
度
に
つ
い
ア
ほ

。

「
知
っ
て
い
る
」
と
蓉
え
た

人
が
、
4
7
%
で
し
た
。

〝健
康
を
守
る
環
境
づ
く
り〟
に

力
を
入
れ
て
ほ
し
い
( 74%)

飲
み
水
の
寰
裡
や
味
に
つ

い
て
の
関
ぷ
ほ
「
関
心
が
あ

る
層
(
関
心
が
あ
る
キ
や
や
関

心
が
あ
る
)
」
が
9
6
%
。
書
E
の

案
徭
(
食
堂
?
會
累
加

物
・
残
留
農
薬
等
)
に
つ
い
て

の
関
心
豕
も
「
関
心
が
I
Q

閣

(
関
心
が
あ
る
+

や
や
関
心
が

あ
る
)
」は
9
0
%
で

、
区
民
の
皆

さ
ん
が
高
い
関
心
を
痔
つ
て
い

る
y
にと

が
わ
R
¥

じ

た

。

ふ
湲

、
保
鴟
町
や
保
囑
衵
談

所
が
力
を
い
れ
て
い
け
ぱ
よ
い

と
思
o
j
a
j

に
つ
い
ア
ほ

、「
健

康
を
守
る
環
境
づ
く
り
(
食

品
・
水
・
住
居
等
)
に
関
す
る
y

にと

」
が
最
も
多
ぺ

舁

で

し
た
。

問
合
せ
先

本
庁
舎
(
千
住
)
・

広
聴
相
談
担
当

(
3
(～
)
2
)
1
　

㈹

「
銀
河
の
塔
」に
愛
称
決
定

葛
西
用
水
親
水
水
路
の

ラ
ン
ド
マ
ー
ク
(
目
印
)
と

な
っ
て
い
る
「2
1世
紀
へ
の

灯
火
の
塔
」。区
民
の
だ
れ
か

ラ
亟
霽
れ
る

名
称
啻
と
、
愛

称
奩
霍
じ
た

と
y
旨

、
総
数
2
6
5
点
に
も
の
ぼ

る
夕
λ
兀
の
冫
心
募
を
い
た

な
篆
し
た
。

区
で
は
、
湛
恚
烏
会
の
審

査
に
よ
り
、愛
称
名
は

。「
銀
河

の
塔
」
に
決
定
し
奔
に
た

。

名
付
け
覡
に
は
、
抽
選
に
よ

り

、
叉

の
中
か
ら
夭
谷
田
三

丁
目
に
お
住
ま

い
の
大
内
正
江

さ
ん
に
決
ま

り
、
名
付
け
親
認
定
書
と
記
念

品
奮
咽
呈
」篆
ヂ

。

ま
た
、
応
募
者
奮
貝
の
中
か

兌
習
で

、フ
(
の
方
に
記
念

品
を
召
胥
c

ま
す
。

問
合
せ
先

中
央
本
町
庁
舎
・

計
画
調
輅
課

(
a
)
5
2
0
1
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保

険

国民健康保険料
10月～12月分の
納付書を

お送りします

国
民
昭

康
保
険
料
狛
肓
了
1
2

日
好

納
付
書
お
よ
び
一
罵
払
い

込
み
用
吶
付
害
(
m
月
A

月

分
)

煢
1
0

月
苔

泛

郵
送
し

李
罵

今
年
麌
保
険
卜
9

爾

世
帯
と
口
座
振
盾
利
用
世
帯
に

は
、
国
保
だ
よ
ひ
り

裳

葆
万

に逗

穹
国
民
健
康
保
険
料
の

納
朗
限

腿

毋
月
末
旦

手

。
納
め
忘
れ

窓

い
ぶ
っ
お

頤
い
じ
豕
歹
。

な
お
、
便
利

な
囗
澎

黶
頷

豕

裂

冐
兎
す
。
ザ
ひ
こ
『
洵

用
く
だ
さ
口
。

問

合
せ
先

中
央
本
町

毟
7

国
民
健
康
保
瞻
誣
寫

賦
課

係
(
3
8
8
0
)
5
1
3
1

年

金

保
険
料
の

免
除
制
度

国
民
年
公
の
俣
険
料
を
柄
め

な
い
刄

そ
の
求
ま
に
し
て
お

く
と
、
将
来
年
令
麥
受

け
こ
れ

な
い
こ

こ
か
あ
Q
i
y

。

経
済
的
な
亊
膊
や
杤
試

な
ど

の
理

巾
で
胚
泱
料
を
哂
忿

こ

仁
ひ
で
さ
な
い
方
に
は
、
保
険

に
の
免
淀
制
度
が
あ
り
ま
す

印
か
ん
と
印
金

干
帳
キ
氾

は

納
付
河
夲
痔
参
し

、
国
民
年
金

課
吏

ほ

む
沂
こ

の
区
民
啣
務

所
で
申
r

て
く
だ
さ
い

※
学
生
の
方
で
邨
誣

今
町

于

蜃
畳

は

、
必
要
謾
類
が
違
い

生
J
の
で
お
問
い
乙

わ
廿
く

だ

さ
い
。

問
合
せ
先

巾
火
木
町
口
舎
・

国
民
年
金

憑

演

料
係

(
3
6
8
0
)
5
1
6
1

ね
ん
き
ん

出
張
相
談

毎
月
怡
さ
ん
の
夕

て
で

、

ね

殳

瓦
出
張
相
収
晋
り
っ
て

い
廖
歹
。

国
民
年
金
の
仕
組
み
や
手
暁

戍

保
険
料
の
支
払
方
法
な
ど

さ
ま

ざ
ま

な
椡
談
に
お
答
・
侭
‥‘

ま

す

ご
つ
ぞ
。
韵

友
軽
に
お

越
匚
だ
だ
さ
い
。

問
合
せ
先

中
央
木
町
呷
念
・

固

律

金
課
推
進
係

(
3
8
6
U
)
8
6
1

ねんきん出張相談日程

納
付
に
便
利
!
口
座
振
替

1
0月
、
1
1月
は
お
勧
め
月
間

特
別
区
民
税
・
部
民
税
、

国
民

健
康
保
険
料
、
国
民
年

ふ
捍

陜
料
の
納
付
に
、
口
座

扼

酊
夲
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

凵
澎

郤
晉
に
す
忝
こ
、
そ

れ
ぞ
れ
の
納
叨

左

に
自
励

的
に
納
付
さ
9

チ

の
刄

納
め

怎
れ
か

な
く
、
便
利
で

安
心
I
J

。

申
込
万
法

。預
金
通
帳
、
通

唄
印
、
そ

れ
ぞ
れ
の
岡
付

書
を
痔

尠
・

申
込
先

哨
令
口
叫
の
あ

る

金
融
機
関
(

郵
佃
G
を
啄

く
)
ま
た
は
区
役
所
桐
猖
　

・
課
窓
口
、
各
区
民
事
務
所

問
合
せ
先
い
ず
れ
も
中
央
　

本
町
ワ
舎
▽
特
幼
区
民
　

税
・
都
民
税
・
・
『
納
税
課
　

魯
(
1
)
5
1
0
　

1
▽
国
民
健
康
保
険
料
　

・
-
由
民
健
康
保
険
課
　
　

(
3
8
8
0
)
5
1
3
3
　
　

▽
国
民
年
金
保
険
糾
・・・

国
民
售

灌
　
(
3
8
　
8
0
)
5
4

福

祉

ひ
と
り
親
家
庭
で

困
っ
た
と
き

ホ
ー
ム
ヘ
ル
パ
ー

を
派
遣

ひ
と
り
覡
家
啀
の

妲
爻

兀

お
は
さ
兄

、
あ
る
い
は
お
了
さ

ん
か
酒

石

ケ
ガ
な
こ
で
、
一

時
的
に
家
事
や
育
児

が
で
声
な

く
な
っ
た
と
呑
に
、
手

匕
い
を

す
る

ホ
ー
ム
ヘ
ル

バ
ー
を
派
迺

し
ま
7

。

対
象

皿
嵜
岩
冴
吊

当
の
受

給

資
略
祁
あ

り

、
中

学
生
以
下

の
l
-

齊
じ

て
い
る
冢

底
派
濔

旧
数

卜
度
の
甲
誚
に
つ

さ
乱

以

内

、
年
間
2
0
回
ま

で
派
遣
時
間

午
前
で
時
か
ら
干

暖
7

時
ま
で
の
問
刄
a

時

悶

、
吏

ほ

よ

陥

豪
卜
同

と
し
重
丿

申
込
万
法

疾
絢
を
証
明
で

き

る
も
の
(

診
察
茆
等
)
と
印

か
ん

彖
爬

虱

く
だ
さ
い

※
緊
急
の
塲
合
は

、
代
理
人
ま

た
は
電

話
で

も
受
け
け
け
ま

す

。

申
込
・
問
合
せ
先

本
7

遐

千

庄
)
・
児
望
助
虞
係

ひとり親家庭の方
国民宿舎が無料( 年2 回) で

利用できます

母
子
・
父
子
冢
履
の
万
に

、

ひ
と
ひ
察

憚

坏
塵
ホ
ー
ム
甲

票
奮
汀
つ
て
い
凍

罵

卸
2
洫
ろ

っ
て
の
宿
泊

笄
吋

に
ご
利
用
く
だ
さ
い

。

宿
泊
場
所

蝕
薦
・
大
島
な
ど

l

四
听

宿
泊
料

無
料
(
た
だ
し

、
入

湯
悦
平
は
自
己
負
担
こ

壼
　

内
包
泊
ま
で

申
込
方
法

各
層
謖
へ
予
約
し

て
ぐ
だ
さ
い

※
予
杓
吸
、
各
陥
祉
事
務
所
ま

た
は

、
県
蚕

助
成
係
で
利
用

尊

の
又
付
奮
冥
け
て

ぐ
だ
ざ
い

。

そ
の
際

、
ひ
戻

り
忽

吸

か
確

認
で
き
る
も
の
を
持
参
し
で

く

だ
さ
い

。(
母
了
年
金
・
叩
渚

挟

養
示
当

証
附

ふ

豪

育
零

丐

支
払
通
知
概

曾
)

申
込
・
問
合
せ
先
し

路
擢

亊

務
所

ま
た
は
本

庁
舎
(
千

住
)
・
児
耀
助

成
係

リ
ハ
ビ
リ

出
張
相
談

リ
(

ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
に
関

し
て

理
学
9
法
次

作
業
療

法
上
、
も
護
婦
、言
語
療
法
士
、

ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー
カ
ー
が
相
談

に
応
じ

豕
す

。

体
の
不
自
由
瓦
石

に
佃
利

な

器
具
の
狎

も
し
豕
す

。
ご
つ

ぞ

、
お
気
軽
に
芻
で
か
け

く
だ

さ
い

。

日
時
1
0

月
2
8
E
(
水
)
、
午
後

恚

叭

芬

ふ

時

淑
所

束
和
保
健
相
談
所

賢
用

無
料

申
込
万
法

電
曷

十
幻
ま
た
は

当
日
直
學
会
場
へ

※
次
回
は
1
2
月
3
日

、
千
住
保

健
所
で
し
2

応

憮

夛

。

申
込
・
間
合
せ
先

東
則
W

害

柵
祉

総
台
セ
ン
タ
ー

(
5
6
s
2
)
5
3
7
0

募

集

看
護
婦

(
パ
ー
ト
)
の

募
集

募
集

訪
問
看
護
指
導
に
関
心

が
あ
叺

国
家
免
許
の
ゐ
る

方
募
集
人
数

人

勤
務
条
件
な
ど
、
く
わ
し
く

は
足
夕
葆

健
所

保
健
指
導
　

(
3
8
5
5
)
4
1
5
1

へ

。

バスで巡る

秋の施設見学会

日
時
否
唇
・
2
8
日
、午
前
　

1
時
帥
が
～
午
後
4
時
(
予
　

定
)

茎

譱

誣

す
い
す
り
兄

ど

稜
瀬
、
症
土

陣
物
屁

、
花
佃

記
念
ほ

鬧
桜
花
亭

、
中
川
処

殫
珊

対
象
1
8

歳
以
上
の
区
民

募
集
人
員

若
干
名
(
先
着
順
)

費
用

無
料

申
込
方
法

電

話

申
込
・
問
合
せ
先

ぶ
斤
面

牢

住
)
・
広
報
課

競
争
入
札

参
加
願
い

(
物
品
)
の
受
付

平
成
5

・
6

年
度
に

、
区
の

稈
E
買
入
等
の

指
名
競
争
入
札

に
参
那
を
希
望

さ
れ
る
勇
は

、

次
の
と
お

ひ
甲
詞
し
て

ぐ
だ
さ

し鷽
忖
期
間
m

肖

袙

同

心
肓

受
付
時
間
乍
前
9
時
3
0
分
　
～

午
暖
4

時
(
正
午
I
午
唆

L
時
夲
霈
く
)

受
付
壞
所

本
庁
舎
(
千
住
)
・

み

聨

大
会
躡
Ξ

用
紙

坐

京
都
財
務
局
所
定
用

紙
用
紙
陬
蠢
附

東
京
祁
弘
済
会

(
都
庁
第
二
庁
舎
L

階
)

問
合
せ
先

本
斤
舎
(
羊
歯
)
・

契
約
課
契
約
第
二
係

第9 回駅前放置自転車
タリーンキャンペーン

10月20日～26日

「
あ
な
た
か
ら
進
ん
で

な

く
ぞ
・
暮
沢

自
転
巾

一
壹
t

一
原
語
に
、
都
内
一
回

胞
9

回
駅

前
放
置
自
転
巾
ク
リ

ー
ン
キ

ャ
ン
ヘ
1
ン
を
冏
世

し
串
ヂ
『
。

区
で
は

、
北
エ

ぱ
駅
を
ほ

じ
め
区
内
の
各
吸
頭
で
自
転

小
登

略
卩
楓

い
ぶ
っ
這
卮

行
勣
等
鷺

り
い
ま
す

。

通
勤
・
廼
学
・
a

い
物
等

で
出
か
け

逗

各

は

、
健
頃

の
た
め
に
も

、
で
き
る
だ
け

歩
く
恚
つ
に
し
声

し
ょ
う

。

次
だ

、
自
転
中
痂
莉
弔
す

亟

万
は

、
区
の
駐
輸
塲
や
決

め
ら
れ

た
自
転
中
昼

忌
2

置
い
て

く
だ
さ
い

。

障
乙

者
や
咎
人

、
功
心
ぷ

安
心
し
て
ル
阿
る

萋
っ
づ
く

呂

た
め
に

。
一
人
ひ
ぶ
り

が
心
掛
け
て
に

吊

盍

吊

す
る
よ
う
に
し
豕
し

よ
う

。

問

合
せ
先

中

央
本
町

庁

合
・
自
転
巾
対
策
係
　
　
(
3
8
8
0
)
5
2
3
0

保
健
・
衛
生

体
験
し
よ
う

遊
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン

出
合
い

、
ふ
れ
合
い

、
支
え

合
い

。
楽
し
く
誰
驫

迦
実
罷

登

霓

夛

。
そ
ん
な
秘
訣
(
ひ

け
っ
心
を
折
え

ド
禾

す

。
家
庭

に
I

叭

り

が
ち
な
濃

名

と
そ
の

家
啄
の
力

ぜ
ひ

ご
つ

そ

。

日
時

辺
既
曾

、U
月
4
貝

午
唆
7
蒔

ふ

時
卸
分
(
2
　

日
制
)

場
所

足
立
保
健
所

対
象

体
か
不
自
由
だ
っ
た
り

老
人
性
痴
(
ち
)
呆
や
そ
の

他
の
理
山
で
冢
に
閉
じ
こ
も
n

か

ち
硲

夕

そ

の
家
族

内
容

講
話

「
遊
ビ
リ
テ
ー
シ

ヨ
ン
」、
ゲ
ー
ム

講
師

金
沢
堅
戻
(
杉
並
区

卜
笄
蕈
肚
范
旅
所
理
学
療

法
古

、
堀
川
萼
墮
同
所
印

某
9
法
士
)

蛋

賀
(

卷
昂
)

費
用

熊
料

申
込
力
法

電
話
予
約

申
込
・
問
合
せ
先

足
立
保
健

所
潘
碼

(
3
8
5
5
)
4
1
5
1

お
酒
の
問
題
で

悩
ん
で
い
る
方
へ

=
酒
害
相
談
=

飲
濆

が
原
因
で
家
族
閲
係
や

仕
事
が
つ
ま
く
い
か
な
い
ぺ

お
酒
が
や
め
ら

れ
な
い
で
因
っ

て
い
灸

。
各
保
健
所
・
傑
健

柑
鴣
所
で
は
ぶ

崩

的
に
泗
笘

相
鴣
刄
叮
っ
て
い
ホ
S
y
。

一
人
で
心
i
ず
に
棗
万
は

、

忽

磔

ま
で
お

信
認
で

ご
相
談

ぐ
だ
'
ご
い
。

く
わ
し
ぐ
は

、
各
保

健
所
・

保
儲
司

碚
所
へ
。

歯
周
病

予
防
教
室

(
3
日

制
)

吠
人
が
瞋
素
今

踉

大
の
原

囚
は
鵬
周
祠
ぶ

叭

こ
の
脚
気

奮
止
し
ぐ
理
解
し
。
予
防
毒
を

し

っ
か
り
身
に
つ
け
ま
し

ょ

う
。

日

程
・
内
容

▽
U

月
5
日
・・・

講
演
『
晦

祠
Q

止
体
は
冫
　

▽
H

月
2
5
E
、
平
既
5

年
1
　

月
2
7日
E

歯
フ

フ
シ
、
口
腔

細
菌
の

倹
出
な

ご
の
実
習

時
間

い
ず
れ
甎

午
後
L

時

叩
分
A

時
3
0分

定
員

測
人
(
先
晋
皿
)

申
込
万
法

電
罵
予

約

鳩
所
・
申
込
・
問
合
せ
先

千

住
保
閾
所

(
3
8
8
8
)
4
2
7
7

仕

事

と

経

営

中
小
企
業
向
け

緊
急
融
資

昨
年
度
後
半
か
ら
始
ま
っ
た

急
敵
な
景

気
の
吸
退
に
ま

リ
。

充
上
減
少
や
賢
金
繰
り
の
鼕
尾

等
、
甲
業
継
続
に
支
障
を
受

け

て
い
る
中
小
企
栗
経
営
者
に
対

し
、
緊
急
に
必
瞬
な
箟

畧

函

資
し
、
利
了
の
一
部
黔
2

が
負

怛
¥

手

。

従
来
の
運
転
資
金
鷆
万
円
と

陥
剔
に
、
沺
瓦

り
写
1
1
8
し

刄

介
篥

瓷

昌

利
t
U
%

で

金
融
機
関
に
紹
介
し
豕
す
。

申
込
賢
格

▽
区
内
に
庄
所
(
法
人
は
主

な

刄
事
務
所
)

童

苻
し
、
引

痙

靨
T

年
以
上
同

。
事
業

奎

ぐ
ん
で
い
る
方

▽
景
気
の
隋
氾
に
伴
い
、
亭

案
継
続
に
支
磅

気
み

、
鳳

姿
l

刀
月
表
政

曦

平

牟

開
の
恚
顋

掣
死

は
売
卜
扇

か
、
前
年
同
期
に
比
較
し
て

1
0
%
以
上

減
少
し
て
い
る

方
申
込

受
付
期
間
1
0

月
2
0
口

～
平
成
5
年
卜
月
2
0
E
、
午

前
1
0
時
～
午
後
手
時

提
出
蠹
i

①
区
制
度
取
資
の

所
定
申
込
阿
順
②
緊
急
対
策

融

貨
頷
当
届

申
込
・
問
合
せ
先

中
央
本
町

吁
舎
・
驚

異

課
融
羸
　

(
3
8
8
0
)
5
1
9
1

生
活
環
境

空
き
缶
プ
レ
ス
機
な
ど

無
料
貸
出

空
き
缶
ヲ
レ
ス
機
、
宴
陀

初
の
一
時
保
管
用
倉
宙

ヲ

レ
(

ブ
)
多
無

蚪
で
貸
し
出
し
て

い
ま
す
。

□
空
き
缶
プ
レ
ス
機

賃
出
匐
I

ス
チ
ー
ル

ーア
ル

ミ
自
匐

垠
別
機
能
け
き

、
大

秕
投
入
聖
(・
S
配
㈲
V

ぶ
要
)

対
象

圍
世
帯
以
上
を
有
す
　

る

、
四
壽
吊

回
収
奮
口
っ
て
　

い
る
か
し

箪

走
9
9

胼
　

会
・
自
冶
会

賃
出
敦
7
0

台

□
保
管
用
倉
庫
(
プ
レ
(

ブ
、6

㎡
程
度
)

対
象

▽
卿

必
m
ロ
ト
麥
罸
す
　

る
集
団
同
収

を
晦
っ
て
い
　

る

、
肓
脈
化
物
の
傑
篁

屏
　

の
な
い
町
会
・
目
冶
会

▽
　

集
団
回
収
の
予
定
の
苳
る
町
　

会
・
自
冶
会

▽
汾
M

樶
町

が
確
保
で
渮
る
町
会
・
自
治
　

余
(
公
園
専
火

共
用
油
否
　

除
ぐ
)

貸
出
数
9
0

煉

申
込
万
法

電
話

申
込
期
限
U

苡

肖

※
申
し
込
み
ま
れ
た
町
会
・
自

冶
鈿
に
は

、
選
考
資
料
と
し
て

活
助
状
況
等
の
調
査

警
篷

符

し
ま
す

。
ま
た

、
集
団
回

収
を

や
め
た
場
今
ほ

、
貸
出
初
品
を

返
却
し
て
い
た
だ
S
ま
す

。

※
罌

排

に
偽
た
な
い
町
会
・

自
治
会
は
ご
枳
諤
く
だ
さ
い

。

申
込
・
問
合
せ
先

中
央
本
町

庁
舎
・
け
分

イ
ク
ル
推
准
瀰

(
3
8
8
0
)
5
2
0
6

道

路

・

す

ま
い

新築地域特別
賃貸住宅( 都民住宅)

の地元割当

入居登録者募集

新
築
地
域
梓
別

賃
貸
住
宅

(
都
民
住
宅
)

旆
兀
梨
丐
芬

の

入
望

彩

蓴

笋
し
ま
す

。

申
込
資
格

申
込
日
現
任
、
区

内
に
居
件
じ
て
い
る
万

※
こ
の
ほ
か

、
収
入
制
限
等
が

あ
n
手
子

の
で

「
申
し
碵
が
の

に
お
り
」
豪
必

で

だ
さ
い

。

男
旱
す
る
住
宅

地
飆
特
別
賃

貸
住
宅
(
六
月
一
丁
目
S

擣

地
)
、ほ
分
L
・・
1

气

区
分

H
・
・・
荳

尸

用
紙
交
付
・
受
付
期
間
川
片
　

2
2
日
～
2
9
日

寮
m
w
月
L
日

～
8
日
の

東
京
都

公
萬
哈
応
秘
し
て
も

、
こ
の
募

槧
に
応
募
で

耋
季
y

。
な
覗

今
回
の
地
元
割
当
募
集

に
は

新
築
都
営
住
宅
の
劑
丐
ほ
あ
り

奏

ぺ

用
紙
交
付
轡
m

都
市
計
回
課

n
埋
係
・
足
立
区
ま
ち
づ
く

り
公
社
・
各
区
民
事
務
所
・

北
千
住
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー

問
合
せ
先

杢
に
舎
(
千
住
)
・

都
市
計
画
課
愆

埋
係

教

育

就
学
相
談

教
n
セ
ン

タ
ー
で

は
、
来
年
1

月
に
小
学
校
に
入
漢
十

気

心
身
に
障
害
が
苳

夕
こ
譽
p
れ

る
靫
汞

ん
の
觀
学
愎

笨

仔

っ
て
い
求
す
。
教
育
の
場
煢
こ

こ
に
求
め
た
ら
よ

い
か
に
つ
い

刄

専
門
の

相
談
9

が
旧
談
に

あ
た
Q
ま

す
。

受
付
日

時

毎
週

月
卜
金

曜

日
、
午
前
9
時
j

午
後
5

畤

申
込
・
問
合
せ
先

教
育
セ
ン

タ
ー
蔵
学
愎

絡

名

(
3
8
5
9
)
9
5
j
1

みんなの健康
足 立 保 健 所　3855- 4151

千 住 保 健 所　3888- 4277
江 北 保 健 相 談 所　3896- 4004

東 和 保 健 相 談 所　3606- 4171
中 央 本 町 保 健 相 談 所　3880- 5361

本庁 舎( 千住)・保健予 防係　3882- 1111 ㈹

講
座
・
催
し
物

手
品
教
室

忘
年
会
・
新
年
会
等
で

、

あ
な
に
か
ス
タ
ー
に
″
茗

方

法
怱

臺

畳

。
ブ
ロ
の
マ

ジ

シ
ャ
ン
に
、
舌
J
の
手
ほ

ど

き
を
受

け
、
大
変
身
し
ア
み

ま
廿
ん
か

。

日
時
1
1

月
6

・
1
3・
2
0
・

2
7日

、
午
後
6

時
3
0
分

よ

蒔

卸

が

場
所

懃

竄
擢

会
屁

籾
象

区
内
在
住
・
在
動
の

方
定
1
4
0

人

費
用
3

千
円

申
込
万
法

往
復
(
ガ
キ
に

胝

町
、
氏
名

、
年
齢

、
電

話
番
气

「
舌

貿
鞏

」と

明
記

申
込
剳
限

り
月
2
3日
消
印

有
効

申
込
・
問
合
せ
先
サ
ー
ピ
　

ス
セ
ン
タ
J
つ
〒
凶
　

稜
噸
―
-
3
4
-
7

(
3
8
3
8
)
3
5
6
6

ふ
れ
愛
物
語

パ
ー
ト
5

恋
人
い
な
い
歴
数
力
月
の

人
丶

数
年
哭

私
こ
の
チ

ヤ
ン
ス
驚
鬢
な
い
刄
高

吼
の
ホ
テ
ル
で
愛
を
み
つ
け

ぷ
っ
。町
回
官
剔
り
刀
ツ

フ
ル
が
誕
生
し
豕
し
た
。

日
程
u
月
2
8
・
2
9
ぼ

出
発

午
前
作
時

ぼ
忿
附

本
斤
舎
(

千
庄
)
前

行

声
兎

菅
平
高
原

北
向

観
光
(
緑
鰌
7

寸
)
ほ
か

宿
泊

ぎ
平
ホ

テ
ル

対
象

区
内
在
住
・
在
動
刄

i

石

雷

蜜

女

男
冥
人
員

邨
人
(
拙
選
)

参
加
I
2

万
円
ハ

ス
代

、

獄

竇

、
昼
頁
代

、
イ
ベ

ン
ト
蔘
加
費

、
各
佃
人
場

料
舌

呂
)

申
込
方
法

往
復
(
ガ
キ
に

住
所

、
氏
名

、
年
船

。
職

業

、
自
宅
・
動
務
旡
の
電

話
番
号
、「
ふ
れ
変
物
碑
　

と
明
記

申
込
期
限
1
0

月
3
0日
消
印

有
効

申
込
・
問
合
せ
先
サ
ー
ビ
　

ス
セ
ン
タ
ー
ゆ
っ
〒
M
　

綾
瀬
1
-
訓
7

(
3
8
3
8
)
3
5
8
6

読
書
週
間

記
念
講
演
会

□
佐
野
図
書
拒

「
女
性
の

髪

冠

出
か
も

た
ら
矛
も
の

」

日
時
1
0
月
2
4
日
(
土
)
、
乍

衒
9
蒔
F

鵬

講
師

本
間
千
枝
了
氏
(

随

下
冢
・
翻
訳
家
)

費
用

無
卜

定
員
1
5
0
人
(
先
丙
頓
)

申
込
力
法

電
扇
豕
た
は

、

嶷

憲

冂
へ

申
込
・
問
合
せ
先

庇

野
図
書
館

(
3
6
2
8
)
!

了
5

□
鹿
浜
図
脣
耀

「
家
族
の
コ
ミ
ュ
二
ヶ
-
　

シ
ョ
ン
」

日
時

日
月
1
4日
(
古

、
午

資

高

廴

蒔

講
師

小
林
工

萄

氏
(

俳

應
費
用

無
料

定
員
1
5
0
人
(
巻
凧
)

申
込

万
法

刄

蛍
た

は
、

區

憲

冂
へ

申
込
・
問
合
せ
先

鹿
浜
図
肖
屈

(
3
8
5
7
)
6
5
5
1

読
書
週
間

記
念
朗
読
会

子
ど
も

の
冫

り
、
稠
か
ら

杢

徭

窓

で
も
ら
っ
た
僅
験

は
だ
れ
で
を

貿

ぶ

と
思
い

冷
罵

大
人
に
な
っ
て
も
、

人
か
瓦
禾

受

鄂
驫
裁

石

つ
y
y

ほ

、
と
て
も
蓍
し
い
こ

な

手

。

こ
の

豐

祀

。
名
作
・
名

著
を
じ
っ
く
Q
咄
い
冢
{
ま

せ
ん
か
。

日
時
・
内
容

白
沢
の
と
お

り
場
所

興
本
図
訝
館

定
員
2
5

人

費
用

無
科

申
込
力
法

電
話
ま
た
は
匱

接
窓
口
へ

申
込
・
問
合
せ
先

興
木
図

河
館(

3
8
8
9
)
0
3
7
0

※ いずnも午後1時30分～3時。

興
本
図
書
館

の
臨
時
休
館

館
内
囘
一
明
工
亊
の
な
嶝

次
り
忌

ぢ

休
館
し
ま
す
。

期
間
U

月
1
日
占

ば

大
罨

」不
便
を
忝

か
け
し

ま
す
が

、
他
の
図
阿
館
竃

」

利
用
く
だ
さ
い
。

不然化建物に

建て替えませんか

区
と
巒
忿
立
区
ま
ち
づ
く

貨

計
ほ

、
大
震
奕

時
の

安
令
な
聳
麪
路
、
延
娩
遮
断

帯
汳

隰

す
る
な
め
不
燃
化

促
4

助
成
亭
業
奮
口
つ
て
い

ホ
ヂ

。
こ
の
甲
業
は
、
不
撚
化
促

鴻
区
域
の
中
刄

一
定
の
基

準
に
あ
っ
た
不
噐

薬

物
を

建
デ
冫
9
万
に
助
唇
し
、
箝
耙

の
不
撚
化
鷺
曜
孛

峇

も
の

で

す
。
硯
在
、
1
2籾
区
が
指

ぷ
汳
れ

て
い
廖
夏

左
表
)
。

不
燃
化
建
て

替
え
相
談

不
燃
俗

邃

助
成
亭
桀
を

利
用
冨

淘
吮
)
て
も
、
い
ざ

建
ア
昌

え
る
と
な
る
と

資

金
、
呎

法
律
な
g
i

き

衷

頏

剪

笙

り
9

冲

が

あ
リ
豕
T

。

区
と
ま
ち

づ
く
り
公

社

は
。
こ
れ
ら
の
問
頴
ぷ
堺
決

し
、
建
一

孥

や

す
く
す
る

た
め
に
、
不
燃
化

膠
血

哭

相
談
所
を
区
内
a

ヵ
所
に
9

設
し
、
卑
門
家
に
よ
る

堋
築

相
談
、
甘
で
琴

え
に
呼
つ
税

秘
相
碑

や

滲
仔
い
ま

す
。

ま

尺

事
業
対
象
旭
区
内

で

翆

轟

竇
和
訳
に
来
ら

れ

な
い
方
に
は

、
不
燃
化
相
談

叫
(
衣
石
づ
く
り
カ
ウ
ン
セ

ラ
ー
)
か
お
宅
に
伺
い

、
相

肪

氣
忍
a
k

ヂ
(

対
象

旭
区
内
に
は
パ
ン
フ
レ
ッ
ト

が
配
合

孚
)

。

相
談
帰
心
お
よ
び
日
時

右
畏
の

ぐ
ぉ
り

問

合
せ
先

木
口

舎
(
千

住
)
・
ま
ち
つ
く
り
課
ま

た
は
唇
足
立
区
ま
ち
づ
く

り
公

社
　
(
3
6
C
4
)
　
7
7
9

不燃化建て替え相談日

不燃化促進区域

ひ
ろ

ば

※
先
着
順
で

、1
団

体
1
事
業
、3
カ
月

間
再
掲
載
不
可
。

投
稿
先
…
広
報
課

=
催
し
物
=

☆
第
4
回
舎
人
団
地
ガ
レ
ー

ジ

セ

ー
ル
1
0

月
2
5
日

百
)

、午
前
此
7

午
後
3

時
/

舎
人
団
地
内
中
央
公
園

(
舎
人
六
丁
目
)
/
出
店
者

芻
蓴

集
中
/

出
胥
希
望
者
は
m

柯
1
8
E
1
2

日
午
泌
7
時

1
1
0
時
　
(

肖
4
)
0
9
5
6

へ
/

入
野
　
(
3
5
5
5
)
4

☆
短
期
美
術
講
座
「
あ
仁
b

ん
だ
む
」H

月
卜
瓦

气

週
T

回
/
∽

歳
以
上
の
初
心

者
/
2
0人
/

画
材
等
は
目
已

負
担
/
翼

汀
m
笥
3
0
E
、
午

浚
卜
時
A

時
、
牽
栗

振
興

館
/
岩
永
　
(
3
8
s
2
)
8
9
5
8
(

午
前
1
0
時
～
午

映
1
時
)

=
募
集
=

☆
山
歩
き
「山
征
露
同
人
」

月
2
回
、日
帰
り
芦
T
泊
の

山
行
/
初
心
者
向
/
人
(
筌

2
千
円
、月
額
沺
円
/
月
2

回
北
千
住
で
会
合
/
(
ガ
キ

に
住
所
、氏
名
、霍
話
、入

会
希
挈
こ
明
記
/
〒
閇
y
T
圧

関
屋
1
7
-
1
5
-
1
2
-
1
3
0

分
薦
口

方

安
犀

☆
い
ず
み
コ
ー
ラ
ス

毎
週

木

曜
日
、
午
後
1

時
A

時
/

舎
人
セ
ン
タ
ー
/
入
会

必
平
円

、
月
碩
1
千
円
/
畄

呵
田
　
(
3
8
9
7
)
4
6
6
7

☆
弥
生
日
曜
日
ダ
ン
ス
サ
ー

ク
ル

毎
卿
は
曜
日

、
午
後
6

時
ふ

時
/

弥
生

体
育

館
/
入
会
金
ワ
年

円

、
月
額
3

千
沺
円
/

森
岡
　
(
3

8
Q
2
)
0
6
4
3

掲
示
板

□
チ
ャ
リ
テ
イ
・
バ
ザ
ー
(
菫

い
知
的
障
害
を
持

。
た
人

の
成
人

施
般
建
般
の

だ

め
)

日

時
1
0

月
1
7
日

、
正
乍

～
午
泌
可
蒔

、
侈
匕

、
乍

前
胆
7

午
粤

蒔

撮

町

竹
の
4
セ
ン
タ
ー

内
容

▽
物
品
阪
売
・・
南
産

物

、
食
料
品

、
衣
蜀

や
}
　

▽
演
耳
(
ラ
エ
テ
ィ
シ
ョ

ー
(
2
m
'

午
前
H

時
、

午
後
卜
轟

』
・・・
奇
術
。
落

語
な
ど

※
バ
ザ
ー
盥
E
や
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
を
剪
集
し
て
ぃ
ホ
罵

問
合
廿
兎

籵
会
陥
祉
嘩
人

舂
再
会
既
人

部

昔
0
4
　
7
3
(
3
8
)
3
7
6
3

□
足
立
東
リ
サ
イ
ク
ル
展

日
時
m

肖
2
5
日
(
日
)
、
午

前
提
T

午
侯
L
時
(
雨

天

の
鳩
合
は

、u

月
1
日

に
延
期
)

場
所

男

黄

局
掃
亭
務
所

千
佯
喋

証
(

千
俘
喀

町

3
7
、
東
武
線
癲
切
駅
下

串

雰
)

内
容

リ
サ
イ
ク
ル
展
(

抽

選
制

、無
料
配
布
)
、
古
本

市
(
有
料
)
、
模
擬
儕

曾

問
合
せ
先

足
立
東
酒
掃
事

鵄
所
　
(
3
8
8
9
)
　
0
7
1
1

□
1
0
月
は
労
励
者
派
遣
事
業

苦
情
相
談
重
点
対
応
月
間

派
壜
労
儖
老
と
し
て
就
業

し
て
い
亟
(
で

否
懦

、
相

談
等
か
あ
口
ま
じ
た
ら

、
最

寄
呂

ハ

ロ
ー
ワ
ー
ク
(
畷

業
安
誨
)

」Q

袙

談
く
だ

さ
い

。

問
合
せ
先
(

ロ
ー
ワ
ー
ク

足
皀
　
(
3
1
5
8
)
　
6
4
9
6

□
喉
頭
が
ん
検
診

か
す
れ
声
や
の
ど
に
異
常

が
苳
夕

忽

つ
万

、
早
期
発

見

、
早
期
冶
9

の
な
伺
f
ひ

受

辟
し
て

く
だ
さ
い

。

堕

覇

間
m

肓
射
甘

ま
で

診
奢
場

町

▽
高
田
医
院
　

竹
の
4
2
3
1
7
　
　
(
3
8
8
4
)
3
5
2
5

▽
木
村
耳
鼻
咽
喉
科
医
院

江
北
6
-
2
2
-
l
s
　
(
3
8
9
6
)
3
3
8
7

畛
査
科

無
料

申
込
刀
法
Q

円
切
手
を
は

つ
な
潛

剤

封
筒
を
同
封

の

冫
へ

封
陬
で

申
込
期
限

辺
以

甘

申
込
・
問
合
せ
先
東
京
都
　

耳
鼻
咽
喉
科
医
会
〒
沺
　

新
宿
区
西
新
宿
7
・
-
2
2
-
　

3
8騨
缸

第
2
ビ
ル
沺
　
　
(
3
5
5
0
)
5
3
1
5

□
ふ
れ
あ
い
写
真
コ
ン
テ
ス

ト
作
品
募
集

人
に
対
t
Q
s

謝
り
叺

人
を
思
い
や
る

心
、
心

な
心

の

「
ふ
れ
あ
い
」
か

、
人
権

が
尊
媼
さ
れ
烝

明
る
い
廿
会

奎
早

よ
ヂ

。
芦
ん

な
と
っ

て
お
き
の

ふ
瑟

い
の
場
の

写
真
を
雰

集
し
ま
す

。

テ
ー
マ

ふ
れ
あ
い

サ
イ
ズ

カ
ラ

ー
、
白
里
ブ

リ
ン
ト
、
キ
ャ
ビ
ネ
ー
四

ツ
叨
(

組
写
夷
黔
啄

ぐ
)

応
募
期
限
m
w

月
3
1日
消
印

有
勃

※
入
貢
作
品
は

原
版
を
提

出

、
第
一
次
使
用
檜
は
キ
雇

者
に
膕
に‥乖
T

。
原
版
の
使

用
期
間
は
1

年
。
作
品
は
禾

発
表
の
も
の
に
限
n
基
手

。

応
募
・
問
合
せ
先
東
東
法
　

秘
昜
八
王
子
方
励
内
、三

多
摩
人
権
擁
躅
澎
昌
協
議

会
〒
皿
八
王
子
市
元
本
　

郷
町
2
―
4
1
1
5
　
0
4
2
6

(
2
2
)
9
2
5
　

1

10月は「労働保険適用促進月間」です。労働 保険( 雇用保険・労災保険) の保険料や手続きについて、お気 軽にご相談ください。
ハローワークあ だち　3870- 8609



1992 年( 平成4 年) 10 月15 日あ だ ち 広 報第975 号 ( 4)

あ
だ
ち
ス
ポ
ー
ツ
大
学

現
在

、
ス
ポ
ー
ツ
や
健
康
体

力
づ
く
n
を
行
っ
て
い
る
方
は

も
ち
馬
ん

、
こ
れ
か
ら
始
め
た

い
と
思
っ
て
い
る
力
も
、
気
軽

に
参
加
し
て

夊
だ
さ
い

。

日
時
・
内
容
下
表
り
と
お
り

場
所
▽
前
期
…
梅
田
セ
ン
タ
　

ー
(
エ
ル
ー
ソ
フ
ィ
ア
内
J
　
>

後
期
=
・
勤
労
福
祉
会
館

(綾
閼
ブ
ル
ミ
エ
内
)

対
象
1
8

歳
以
上
の
区

内
在

住
・
在
勤
の
方

氷
原
則
と
し
て
、
前
ふ

頤

と

も
参
加
で
濮
武
芳

。

窖

貝
8
0

人
(
抽
選
)

費
用

無
料
(
た
だ
し

、
教
材

賢
は
実
費
負
担
)

申
込
方
法

往
復
(

ガ
キ
に
住

所
、
氏
負

フ
リ
ガ
ナ
)
、
生

年
月
日

、
性
別
、
電
話
番
9
。
、

自
己
P
R

、「
ス
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日本文字放送で足立区の情報を提供中
生涯学黔 ㈲ ント 情勧 どし………匸にニノ1………卜卜　 二
足立区情報チャンネル: 507# をアクセスしてください。
…… 問a1! 先: 広報課 　3882- 111j ; 11 ㈹l j

観光協会の催し
あだちリバーウォツチング
水上バスによる河川めぐり
秋の一日、舶に 乗って ゆっくり

と過ごしてみませんか。
日時11月10日{火}、午前10時　～

午後2 時30分( 予定)
コース千住咫町船着場( 集合) 　～

岩淵水門～千住新橋～東京港　～
千住( 解散)

対象 観光協恋会 員およ び区 内在
住の方

定員95 人( 抽選)
費 用 卜 観 光協会 会 員… 1, 000円
1>会員外・・・1, 500円

※ 当 日、現地支払い( 昼 食付) 。
申 込方法 往復 ハガ キに 希望 者全
員の住所、氏 名、年勵 、電 話番
号、会員・会員外の別。「リ バー
ウ ォツチング 希望」と明 記C 八
ガキ1 枚に3 人 まで 、子叺も1　
人として 数え ます)

※ 重 複申し込 みは無 効。 返信用八
ガキの表にも、 代表者 の住所、氏
名を必ず記入し てください 。
申込期限10 月21 日消印 有効
抽選10 月26日( 月) 、 午前10畤中
央 本酊庁 舎202会 議室で 公開 抽
選。結果は ハガ キで 通知し ます

区内施設めぐり

区内の施設や酉の 市などを 見学
し てみたい方を募集し てい ます。
日時11 月17 日【火】、午前8 時40　
分朮庁舎( 千 住) 前集合

主な見学先( 予 定) 大賢 神社、
郷土博物館、総 合スポ ーツセン
ター、 葛西m 水親水水i各

対象 観光協会 会員お よび 区内在
住の方

定員10 人( 抽 選)
※ 10人以上、10 人以 内のグ ループ
とし ます。
費用 【】観光 協 会会 員… 1, 5【x】円
D 会員外-・・2, 000円

※ 当日、現地支払 い( 昼食付) 。
申 込:方法 往 復ハガ キに代表者の
住所、氏名、 年齢、電 話番号、
申込人数、会 員・会員外の別、
「施設めぐり 団体希望」 と明記

※ 重複申し込 みは無効です。
申込期限10 月23 日消印有効

い ずれも
申込・問合せ先 足 立区観光協会
{中央本町 庁舎・産業振興課内}　
〒120中 央本町1 ―17―1

3880 ―5191

おちばまつり
私たち に潤いと安らぎ を与えて

く れた緑。こ の緑も 冬支度を始め
ています。 秋の一 日を親子で落ち
葉とふれあ ってみませんか。
日時11月29日( 日) 、午前10時　～

午後3 時
場所 元溯江公園
対象 区内在住の小学生とその親
内容 落ち葉たき( 焼き芋) 、落ち
葉観察会、緑の相談など

※ 雨天の場合、中 止する 催し 物も
あり ます。
定員 親子50組( 抽 選)
申 込力法 ハガ キに住 所。氏 名、
年鵬、電話番 号を明 記

申込期限10 月30 日消印 有効
申込・問合 せ先 水と 練の公社
〒120 綾 溂12- 30- 6

3838- 8126

子育てを応援します
子育て通信ラッコづくり
子育ての体験や必要な情報を素

材にして、新聞づくりをしていま
す。どなたでも参加できます。
また、子育て通信ラッコは、現

在第5 号まで発行されています。
ご覧になりたい方は、お問い合わ
せください。
日時10月23日( 金) 、午前10時　～
正午

費用 無料
申込方法 当日直接会場へ

子育て教室
第5 回 手 作 り 楽 器

日時10月28日( 水) 、午前10襾　～
正午

定員20 人( 先着順)
費用400 円( 材料費)
申込方法 電話( ) 0 月16 日、午前
9 時から)

いずれも
※ お子さんの保 育を 行い ます。お
問い合わせください。
場所・申込・問 合せ先 青年セン
ター 　3890- 0061

足立区消費者展' 92
くらしに生かそう

限りある資源
今、社会的関心を集 めているゴ

ミ問題・環境問 題を中心 に、身近
な消 費生活 上の様々な問 題を提起
し、パネ ルなどを 使ってわかりや
すく 説明し ます。
このほ かにも電 気・ガス・水道・
清掃 等の 公共事業コ ーナーやバザ
ー、 各種即 売会、料理 教室など楽
しいコ ーナーが盛り だく さん。今
までの生 活を 考え、見つめ直すた
めに、皆さ んも ぜひ、お 気軽にお
いでください。
日時レ10月23日…午前10時～午　
後4時冫10月24日…午前10時　～
午後2 時

場所 エ ル・ソフィア
問 合せ先 消賢者センタ ー

3880- 5385

珠算競技大会・親子大会

参加者募集
青少年の 健全育成のひとつとし

て、区内小 ・中 ・高校生並びに一
般区民を 対象に 、珠算氈技大会を
開催し ます。
また、日ごろ の成果の発表と親

子のふれ 合いを 深めるため、親子
大会も同時に 行います。多数の参
加をお待ちし ています。
日時11月8日( 日) 、午前8時30　
分～午後4時

場所 本庁 舎( 千住) ・7 階大会議
室

対象 区内 在住・在勤・在学の方
( 親子大会は 、小学生と親)

種別　小学4年生以下の部レ　
小学5～6年生の部レ中学生　
の部D 高校生の部　 一般の
部 レ 親子大会の部

申込方法 直接窓 口に采て、所定
の申 込用 紙に記入

申込期限10 月22日
申込・問合せ先 本 庁舎( 千住) ・
少年 育成 係 　3882- 1111 ㈹

郷 土 芸 能 大 会
現在足立区では、多くの団体が

郷土芸能の保存・普及に努めてい
ます。今回は、10の訊理会が各地
域から集まり、祭り囃子など郷土
芸能の競演を繰り広げ ます。

日時10 月25 日( 日) 、午前11時開
演予定

場 所 産業 振興館( 入場無料)
問 合せ先 郷土陣物館

3620- 9393

イーストウェーブ
フェスティバルの
ボランティアに
なりませんか

東部障害福祉総 合センタ ーは、
昨年、区民の方から 「イーストウ
ェーブ」の愛称をいただきまし た。
今年からセンタ ーのお 祭りを 「イ
ー スト ウ ェ ーブ フ ェ ステ ィ バ
ル」として閧 催し ます。
イーストウ ェーブ ・フ ェスティ

バルで障害者 と一緒に 楽し んでく
ださる方を募 集し ます。

日時11月8日( 日) 、午前9時　～
午後4 時

場所 東部障害福祉総合センタ ー
内 容 車いすの介助、模擬店の手
伝いなど

申 込方法 電話
申 込・問合せ先 東部障害福祉総
合センタ ー

5682 一5370RECYCLEPAPER
・森林資源を大切にー

Se. A. 240, 000


